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箕
面
自
由
学
園 

同
窓
会

桂 
門 

会 

報

桂
門
会
の
総
会
を
兼
ね
て

同
窓
生
の
集
い
と
還
暦
の
会

が
１１
月
２６
日
、
学
園
内
の
桂

門
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
在

校
生
と
の
交
流
会
で
は
、
と

も
に
日
本
一
に
輝
い
た
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
と
吹
奏
楽
部
が

日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を

披
露
し
、
同

窓
生
を
感
動

さ
せ
た
。

コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
参
加

者
を
募
っ
て

の
総
会
が
開

か
れ
ず
、
在

校
生
と
の
交

流
や
校
内
見

学
を
企
画
し

た
の
は
１９
年

以
来
３
年
ぶ

り
で
し
た
。

松
矢
康
彦

理
事
長
が
冒
頭
の
あ
い
さ
つ

で
「
こ
れ
か
ら
少
子
化
に
向

か
い
私
学
は
厳
し
い
環
境
が

待
ち
受
け
て
い
ま
す
。
勝
ち

組
負
け
組
に
分
か
れ
る
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
学
園
は
間

違
い
な
く
勝
ち
組
に
な
り

ま
す
。
他
校
に
な
い
教
育

理
念
が
評
価
さ
れ
多
く
の

保
護
者
に
浸
透
し
た
結
果

で
す
。
２５
年
の
創
立
１
０

０
周
年
を
前
に
さ
ら
な
る

高
み
を
め
ざ
し
た
い
」
と

決
意
を
語
っ
た
。

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

は
８
月
の
全
国
大
会

で
圧
倒
的
な
強
さ
を

発
揮
、
完
璧
な
演
技
で
他

校
を
寄
せ
付
け
ず
優
勝
を

果
た
し
た
。
そ
の
日
本
一

の
演
技
を
同
窓
生
の
間
近

で
行
っ
た
。
二
段
、
三
段
と
組
ん
だ

タ
ワ
ー
の
ト
ッ
プ
に
飛
び
上
が
り
、

ま
る
で
人
間
ツ
リ
ー
の
よ
う
。
難
度

の
高
い
技
な
の
に
失
敗
は
全
く
な
く
、

さ
り
げ
な
く
こ
な
す
チ
ア
に
同
窓
生

た
ち
は
見
入
っ
て
い
た
。

つ
づ
い
て
吹
奏
楽
部
が
演
奏
し
た
。

１１
月
２０
日
の
全
国
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
で
金
賞
を
獲
得
し
た
ば
か
り

で
、
聴
衆
を
巻
き
込
む
サ
ウ
ン
ド
は

さ
す
が
。

「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
で
は

部
員
が
同
窓
生
の
間
に
入
り
、
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
ダ
ン
ス
を
し

て
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。
ま
た
美

空
ひ
ば
り
の
懐
か
し
の
曲
を
メ
ロ
デ

ィ
で
演
奏
す
る
な
ど
会
場
を
一
体
感

で
包
ん
だ
。
指
導
の
福
里
大
輔
教
諭

は
「
桂
門
会
の
み
な
さ
ま
に
は
平
素

か
ら
後
押
し
て
い
た
だ
き
、
部
の
活

動
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と

挨
拶
さ
れ
た
。

総
会
で
は
田
中
良
樹
学
園
長
が
「
高

校
は
大
阪
の
私
学
の
な
か
で
ト
ッ
プ

の
志
願
者
で
す
。
レ
ベ
ル
も
上
が
り

大
学
入
試
で
は
国
公
立
の
合
格
者
が

２
０
０
人
を
超
え
る
日
が
確
実
に
来

ま
す
」
と
現
状
を
説
明
。

さ
ら
に
「
学
力
の
向
上
は
大
事
で

す
が
、
そ
れ
よ
り
人
間
形
成
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
進
路
を
自

分
で
決
め
る
。
自
己
責
任
の
認
識
を

身
に
つ
け
て
社
会
に
羽
ば
た
い
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。

総
会
の
あ
と
、
約
７０
人
の
同
窓
生

は
４
班
に
わ
か
れ
て
校
内
ツ
ア
ー
を

し
、
か
つ
て
学
ん
だ
教
室
な
ど
を
見

て
回
り
、
過
ぎ
去
っ
た
日
々
を
懐
か

し
ん
で
い
た
。

100周年に向けて総会開く
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桂
門
会
の
Ｍ
Ｊ
Ｇ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

が
９
月
２５
日
、
有
馬
ロ
イ
ヤ
ル
Ｇ
Ｃ

で
２８
人
が
参
加
し
て
開
催
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
た
が
、

後
藤
彰
俊
副
校
長
と
元
教
員
の
富
田

秀
司
さ
ん
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
懐

か
し
い
話
や
学
園
の
現
状
を
聞
け
て

ラ
ウ
ン
ド
以

外
で
も
大
変

盛
り
上
が
っ

た
。懇

親
会
で

は
後
藤
副
校

長
か
ら
学
園

の
様
子
が
語

ら
れ
、
が
ん

ば
っ
て
い
る

在
校
生
の
こ

と
が
我
が
こ

と
の
よ
う
に

誇
ら
し
く
思

え
た
。

懇
親
会
と

成
績
発
表
で

は
３１
期
生
の

木
村
榮
次
さ
ん
、

大
林
功
さ
ん
、
そ

し
て
有
馬
ロ
イ
ヤ

ル
G
C
の
多
大
な
る
協
力
で
大
変
豪

華
な
賞
品
が
用
意
で
き
ま
し
た
。

次
回
は
左
記
の
予
定
で
す
。

参
加
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
方
も
大

歓
迎
で
す
。
ゴ
ル
フ
す
る
だ
け
で
話

題
が
尽
き
な
い
う
え
に
学
園
卒
業
生

と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま
す
の
で
お

ひ
と
り
で
参
加
さ
れ
て
も
楽
し
め
る

と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局
次
長
　
７０
期
　
表
西
政
純
）

本
学
園
は
、
２
０
２
５
年
に
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
教
養
高
い
社

会
人
の
育
成
」
を
根
幹
に
成
長
を
遂

げ
、
２２
年
４
月
に
は
在
籍
者
数
が
２

７
０
０
人
超
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
さ
ら
な
る
発
展
を
期

し
て
「
創
立
１
０
０
周
年
記
念
募
金
」

を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
長
き
に
亘
る
皆
さ
ま

の
ご
支
援
に
深
謝
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
記
念
事
業
の
趣
旨
に
格
別
の

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
計
画

の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
別
紙
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

盛
り
上
が
っ
た
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

桂
門
会

日 　 時
場 　 所

時 間
表 　 彰
実行委員

令和5年9月23日（土曜日）
有馬ロイヤルノーブルコース

9時スタート
簡素に表彰式を行います。
木村榮次（31期）  藤谷昇吾（47期）
島守宏明（47期）  表西政純（70期）

※連絡先　090-5963-6823（藤谷昇吾 携帯）

第14回 ＭＪＧゴルフ大会のご案内

８組(OUT４組、IN４組)

創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
に

ご
協
力
と
ご
寄
付
の
お
願
い
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―
学
園
の
発
展
は
す
ご
い
で
す
。

生
徒
数
の
増
加
は
目
覚
ま
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
２
年
間
、
高

校
入
試
で
は
志
願
者
数
が
府
内
で
ト

ッ
プ
で
す
。
特
に
国
公
立
や
難
関
私

大
の
大
学
進
学
実
績
の
伸
び
が
顕
著

で
す
。
ま
た
高
校
に
引
っ
張
ら
れ
る

形
で
、
小
・
中
学
校
の
レ
ベ
ル
も
大

き
く
上
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
学

園
の
教
育
方
針
が
広
く
理
解
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
そ
の
教
育
方
針
と
は

本
学
園
で
育
て
た
い
力
は
、
自
分

で
選
び
、
決
め
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
、

と
い
う
「
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の

主
体
性
」で
す
。箕
面
自
由
学
園
の
幼
・

小
・
中
・
高
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

テ
ー
ジ
毎
に
、
時
代
に
流
さ
れ
な
い

普
遍
的
な
力
、
そ
の
礎
を
築
い
て
い

き
ま
す
。
社
会
に
出
る
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
、
困
難
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。

そ
れ
を
ど
う
解
決
す
る
の
か
、
普
段

の
授
業
で
は
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。

自
分
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。

―
渉
外
室
長
の
経
験
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
校
説
明
会
で
面
談
を
重
ね
る
中
、

若
者
た
ち
の
離
職
や
転
職
の
現
状
を

踏
ま
え
、
社
会
で
生
き
抜
い
て
い
く

た
め
の
主
体
性
を
育
ん
で
い
く
、
そ

の
学
園
の
方
針
が
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
共
感
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
「
ス
マ
イ
ル
ギ
フ
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
施
で
す
。
み

の
お
キ
ュ
ー
ズ
モ
ー
ル
や
電
通
さ
ん

の
協
力
で
、
生
徒
た
ち
が
主
体
的
に

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
行
い
、

社
会
活
動
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
年
で
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

―
今
後
の
課
題
は

財
政
基
盤
の
安
定
が
第
一
で
す
。

学
園
全
体
で
は
安
定
し
て
い
ま
す
が
、

生
徒
数
が
増
加
し
た
高
校
に
依
存
し

て
い
る
。
少
子
化
の
著
し
い
幼
稚
園
、

小
学
校
で
は
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
明
確
化

が
大
事
で
す
。
保
護
者
は
学
園
に
何

を
求
め
て
い
る
の
か
、
時
代
の
流
れ

を
的
確
に
見
極
め
て
改
革
し
て
い
き

ま
す
。

合
わ
せ
て
２
０
２
５
年
１
０
０
周

年
に
向
け
て
、
教
育
環
境
と
安
全
対

策
に
投
資
を
行
い
ま
す
。

ま
ず
中
学
校
・
高
校
グ
ラ
ン
ド
を

人
工
芝
に
し
ま
す
。
ま
た
、
保
健
室

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
、
安
全
対
策
と

し
て
幼
稚
園
・
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
外

構
新
設
工
事
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ど
う
か
桂
門
会
で
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ベ
ア
ー
ズ

の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
と
吹

奏
楽
部
が
全
国
大
会
で
活

躍
、
チ
ア
は
昨
年
に
続
き

連
覇
を
果
た
し
、

吹
奏
楽
部
は
マ
ー

チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
で
金

賞
に
輝
い
た
。

チ
ア
は
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｃ
U
Ｐ
２
０
２
２
」
に
２

チ
ー
ム
が
出
場
。
と
も
に

箕
面
自
由
学
園
の
理
事
長
が
交
代
し
ま
し
た
。
６
月
の
理
事
会
で
平
井
宏
前
理

事
長
が
退
任
を
表
明
、
新
理
事
長
に
松
矢
康
彦
理
事
が
選
出
さ
れ
た
。

松
矢
新
理
事
長
は
１
９
５
９
年
生
ま
れ
。
京
都
府
出
身
で
洛
南
高
校
か
ら
同
志

社
大
に
進
学
。
卒
業
後
、
大
丸
百
貨
店
に
入
社
し
主
に
営
業
企
画
畑
を
歩
き
、
経

営
企
画
な
ど
の
重
要
ポ
ス
ト
を
歴
任
し
た
。
５５
歳
で
退
社
し
て
外
資
系
の
金
融
企

業
に
再
就
職
、
金
融
業
界
で
５
年
間
活
躍
さ
れ
た
。
６０

歳
の
節
目
に
平
井
前
理
事
長
の
勧
誘
で
学
園
に
来
ら
れ

た
。
入
試
渉
外
と
し
て
募
集
活
動
に
力
を
入
れ
る
と
共

に
地
域
と
の
連
携
を
視
野
に
、
箕
面
キ
ュ
ー
ズ
モ
ー
ル

で
の
イ
ベ
ン
ト
に
吹
奏
楽
部
が
参
加
。
ま
た
、
箕
面
市

を
巻
き
込
ん
だ
産
官
学
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
学
園
の

イ
メ
ー
ジ
と
好
感
度
ア
ッ
プ
に
努
め
た
。

〝
人
間
力
の
向
上
〞
自
分
で
選
び
、
決
め
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

松
矢
新
理
事
長
が
就
任

の
一
本
松
」
で
は
改
め
て

津
波
の
恐
怖
を
胸
に
刻
ん

だ
。
盛
岡
三
高
と
の
合
同

演
奏
会
で
は
、
息
の
合
っ

た
メ
ロ
デ
ィ
を
奏
で
て
、
観
客
の
皆

さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
い
た
。

大
船
渡
市
で
は
、

保
育
園
児
や
小
学
生

と
交
流
し
、
小
さ
い

子
供
た
ち
と
音
楽
を

通
じ
て
心
の
輪
を
広

げ
た
。
最
後
に
赤
崎

町
の
グ
ラ
ン
ド
で
全

国
大
会
金
賞
に
輝
い

た
マ
ー
チ
ン
グ
を
披

露
、
地
元
の
人
た
ち

は
見
事
な
演
奏
に
感

嘆
の
声
を
上
げ
て
い
た
。

吹
奏
楽
部
が
１１
月
は
じ
め
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
の
岩
手
県
で
演

奏
交
流
会
を
行
い
、
地
元
の

高
校
生
た
ち
と
合
同
演
奏
会

な
ど
で
友
情
を
育
ん
だ
。

岩
手
県
の
復
興
支
援
と
し

て
演
奏
活
動
を
１３
年
か
ら
３

年
お
き
に
実
施
し
て
お
り
、

今
回
で
４
回
目
に
な
る
。
１１

月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
２
泊

３
日
の
日
程
で
気
仙
沼
、
大

船
渡
な
ど
を
訪
れ
た
。

部
員
た
ち
は
県
庁
に
表
敬

訪
問
、
震
災
の
惨
状
を
残
す
「
奇
跡

心
の
ふ
れ
あ
い

岩
手
で
マ
ー
チ
ン
グ

８
月
の
１０
校
に
よ
る
決
勝
大
会
で
他

校
と
は
違
う
レ
ベ
ル
を
見
せ
つ
け
た
。

落
下
も
あ
っ
た
が
、
難
度
の
高
い
演

技
を
こ
な
し
て
２
位
に
大
差
を
つ
け

た
。Ｂ
チ
ー

ム
も
５
位

に
食
い
込
む
健
闘
だ
っ
た
。
ま
た
中

学
校
も
優
勝
を
飾
り
ダ
ブ
ル
の
栄
冠

と
な
っ
た
。

吹
奏
楽
部
は
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
全
国
大
会
に
３
年
ぶ
り
の
出
場
。

き
び
き
び
し
た
団
体
行
動
の
美
し
さ

に
加
え
、
乱
れ
な
い
演
奏
で
高
得
点

を
獲
得
、
金
賞
に
選
ば
れ
た
。
福
里

大
輔
教
諭
は
「
部
員
た
ち
の
努
力
の

賜
物
で
す
」
と
喜
ん
で
い
た
。

２２
年
春
の
高
校
志
願
者
数
は
２
８

１
２
人
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

府
内
の
私
立
高
校
９６
校
中
で
ト
ッ
プ

で
す
。
大
学
進
学
の
実
績
が
ア
ッ
プ

し
て
い
る
ほ
か
、
自
分
で
考
え
る
授

業
「
デ
ザ
イ
ン
タ
イ
ム
」
で
自
己
責

任
を
植
え
付
け
よ
う
と
い
う
独
特
の

教
育
方
針
が
各
中
学
校
に
浸
透
、
評

価
を
得
て
い
る
結
果
だ
と
分
析
さ
れ

ま
す
。

２２
年
５
月
現
在
、
高
校
１
年
生
は

８
８
１
人
で
史
上
最
高
と
な
り
２
・

３
年
生
を
加
え
計
２
１
３
３
人
を
数

え
ま
す
。
手
狭
に
な
り
つ
つ
あ
る
教

室
な
ど
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
が
大

き
な
課
題
で
す
。

チ
ア
は
中
高
Ｗ

チアとマーチングが日本一チアとマーチングが日本一

2
5
0
0
人
超
え

在
校
生



第65号 （3） 箕面自由学園　桂　門　会　報 令和5年1月20日

フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
の
下
園
弘
明

さ
ん
（
３９
期
生
）
が
１１
月
７
日
、
吹

田
市
の
文
化
会
館
メ
イ
シ
ア
タ
ー
で

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
１
９
７

０
年
代
の
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
で
フ

ァ
ン
を
魅
了
し
た
。

下
園
さ
ん
は
「
火
の
鳥
」
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
昭
和
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
ブ
ー
ム
の
中
で
活
躍
。
グ
ル
ー
プ

解
散
後
は
、「
ジ
ュ
ン
ジ
ュ
ン
」
の
リ

ー
ダ
ー
で
Ｌ
Ｐ

を
リ
リ
ー
ス
し

て
、
音
楽
祭
で

大
衆
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
そ
の

歌
唱
力
が
評
価

さ
れ
て
、Ｃ
Ｍ

や
企
業
の
イ
メ

ー
ジ
ソ
ン
グ
に

携
わ
っ
た
。

２
０
０
０
年
に
な
っ
て
仲
間
５
人

で
「
下
園
弘
明
＆
フ
レ
ン
ズ
」
を
結
成

し
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と

し
て
息
の
長
い
活
動
を
さ
れ
て
い
る
。

１７
年
に
は
愛
犬
の
死
を
悼
み
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
Ｃ
Ｄ「
虹

の
橋
を
渡
っ
た
あ
な
た
に
」
を
リ
リ

ー
ス
し
て
、
売
り
上
げ
を
不
幸
な
境

遇
の
ペ
ッ
ト
の
救
済
に
あ
て
て
い
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、「
神
田
川
」「
大

空
と
大
地
の
中
で
」「
岬
め
ぐ
り
」
な

ど
計
１８
曲
を
歌
わ
れ
、
合
間
に
自
虐

ネ
タ
を
交
え
た
軽
妙
な
ト
ー
ク
で
笑

い
を
取
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
た
。

北
海
道
小
樽
市
在
住

の
ガ
ラ
ス
工
芸
家
、
淺

原
千
代
治
さ
ん
（
35
期

生
）
が
６
月
３
日
か
ら

12
日
間
、
大
阪
・

淀
屋
橋
の
ア
ト
リ

エ
ヒ
ロ
で
作
品
展

「
吹
き
ガ
ラ
ス
の

世
界
」
を
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
約
２
０

０
点
の
作
品
を
展

示
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

紛
争
を
モ
チ
ー
フ

に
し
て
、
同
国
の

国
旗
を
連
想
さ
せ
る
ブ
ル
ー
と

ガ
ラ
ス
工
芸
で
は
珍
し
い
イ
エ
ロ
ー

を
強
調
し
た
お
皿
や
花
瓶
が
多
く
展

示
さ
れ
て
い
た
。

淺
原
さ
ん
は
豊
中
市
出
身
で
家
業

の
ガ
ラ
ス
業
を
継
が
れ
た
。
７９
年
に

小
樽
に
移
住
、

工
房
を
開
設
さ

れ
た
。
以
来
、

積
極
的
な
創
作

活
動
を
続
け
ら

れ
て
い
る
。

「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
出
来
事
は

私
た
ち
日
本
人

に
も
身
近
な
問

題
だ
と
思
う
。

連
帯
を
表
現
し

た
か
っ
た
と
今
回
の
作
品
展
に
つ
い

て
述
べ
て
い
た
。

✑
✑
✑
✑
✑
✑
✑
✑
✑
✑
✑
✑
✑
✑

✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒
✒

O
B
O
B

ガラス工芸
ウクライナに想い 35期

淺原さん

１
月
末
、
第
６
波
の
ピ
ー
ク
時
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、

肺
炎
を
発
症
し
た
。
も
し
あ
な
た
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

ら
、
こ
の
記
事
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

２２
年
、
年
が
明
け
す
ぐ
に
撮
影
の

仕
事
で
４
日
間
ほ
ど
出
張
し
、
納
品

の
た
め
に
会
社
に
出
勤
し
た
の
は
、

１
月
２０
日
で
し
た
。
そ
の
一
週
間
後
、

喉
が
痛
み
、
咳
が
出
始
め
ま
し
た
。

熱
は
３７
・
５
度
。
掛
か
り
付
け
医
の

風
邪
薬
を
服
用
し
、
自
宅
で
安
静
に

し
て
い
た
。し
か
し
、咳
が
止
ま
ら
ず
、

２
月
４
日
朝
に
は
、
呼
吸
困
難
に
。

１
１
９
番
を
し
て
救
急
車
に
寝
か
さ

れ
ま
し
た
が
、
丸
一
日
ほ
ど
意
識
は
、

途
切
れ
て
し
ま
っ
た
。

財
布
と
ス
マ
ホ
と
補
聴
器
だ
け
で

搬
送
さ
れ
た
の
で
、
な
に
も
あ
り
ま

せ
ん
。
隔
離
病
棟
の
一
室
で
、
酸
素

吸
入
器
と
、
体
中
に
セ
ン
サ
ー
が
貼

り
付
け
ら
れ
て
、
身
動
き
出
来
な
い

状
態
で
意
識
が
一
時
回
復
。

ベ
ッ
ト
に
は
、
点
滴
の
薬
剤
が
吊

り
下
ら
れ
、
ピ
ッ
ピ
ッ
と
音
が
出
る

心
電
図
モ
ニ
タ
ー
が
横
に
あ
る
だ
け

で
し
た
。

面
会
は
出
来
ず
、
ス
マ
ホ
の
メ
ー

ル
が
、
唯
一
の
連
絡
手
段
で
し
た
。

自
発
呼
吸
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

新
型
ウ
イ
ル
ス
の
特
効
薬
の
連
続
点

滴
が
終
わ
れ
ば
、
退
院
す
る
よ
う
に

言
わ
れ
た
。
病
院
は
新
規
の
感
染
者

で
、
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
の
で
す
。

自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
に
戻
っ
た
が
、

寒
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
病
院
の
室

温
設
定
は
２７
度
で
、
病
院
衣
一
枚
で

も
、
暑
い
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
に
、
ど

う
や
ら
コ
ロ
ナ
の
「
後
遺
症
」
が
出

て
き
た
よ
う
で
す
。
自
室
の
エ
ア
コ

ン
温
度
設
定
を
２７
度
に
し
て
も
寒
く
、

食
事
以
外
は
、
布
団
に
包
ま
っ
て
寝

て
い
た
。
そ
し
て
、
洗
面
な
ど
で
水

に
触
れ
る
と
、
非
常
に
冷
た
く
、
喘

息
の
発
作
が
出
て
感
覚
障
害
が
始
ま

り
ま
し
た
。

鼻
が
詰
ま
り
、
鼻
水
が
と
ま
り
ま

せ
ん
。
大
好
き
な
メ
ロ
ン
パ
ン
の
匂

い
で
喘
息
の
発
作
に
な
っ
た
。 

臭
覚

障
害
に
加
え
、
味
覚
障
害
も
出
始
め
、

す
べ
て
の
食
べ
物
が
塩
辛
く
な
り
、

何
も
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

３
月
に
入
り
、
胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
を
撮
影
。 

ま
だ
肺
の
全
体
が
白
く
、

蜘
蛛
の
巣
状
の
状
態
で
し
た
。
少
し

歩
く
と
、
息
が
切
れ
る
の
で
、
散
歩

す
る
元
気
も
な
く
、
閉
じ
こ
も
っ
た

ま
ま
だ
っ
た
。 

３
月
後
半
か
ら
は
、
暖
か
く
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
少
し
ず
つ
、
投
薬

の
効
果
が
現
れ
て
き
た
。 

喘
息
の
発
作
も
な
く
な
り
、
散
歩

や
、
食
料
の
買
い
物
も
、
苦
に
な
ら

な
く
な
っ
た
。 

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で

は
、
肺
の
下
半
分
は
、
ま
だ
白
く
濁
っ

た
状
態
で
し
た
。 

４
月
、
妻
が
転
倒
・
骨
折
を
し
た
。

私
一
人
の
生
活
に
な
り
、
食
事
を
作

り
、
洗
濯
を
し
、
家
中
の
掃
除
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。 

７
月
に
入
り
、
散
歩
の
距
離
が
少

し
延
び
、
息
切
れ
を
す
る
こ
と
も
少

な
く
な
り
、
会
社
に
出
勤
し
た
。 

し

か
し
、
ち
ょ
っ
と
無
理
を
す
る
と
、

翌
日
は
、
半
日
寝
た
き
り
に
な
っ
て

し
ま
う
。 

半
年
以
上
、
ビ
ー
ル
も
飲

ん
で
い
ま
せ
ん
。 

１１
月
２６
日
、Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ

テ
ル
東
京
で
第
３１
回
桂

門
会
関
東
支
部
総
会
が

開
か
れ
た
。
参
加
者
は

３１
名
、
学
園
か
ら
は
西

村
勝
正
現
会
長
と
平
野

昌
雄
元
会
長
、
チ
ア
部

総
監
督
の
野
田
一
江
さ

ん
が
出
席
さ
れ
た
。

私
は
東
京
に
出
て
き

て
ま
だ
１０
年
目
で
す
が
、

こ
う
し
て
高
校
の
Ｏ
Ｂ

と
し
て
幅
広
い
年
代
の
方
々
と
交
流

で
き
る
場
が
あ
り
、
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
我
が
家
は
娘
２
人
も
学
園
の
幼

稚
園
卒
園
、
下
の
娘
は

小
学
校
も
卒
業
し
て
お

り
親
子
２
代
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
チ
ア
の
野
田

さ
ん
と
再
会
で
き
、
懐

か
し
い
話
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

次
回
の
集
ま
り
に
参
加

す
る
こ
と
が
今
の
楽
し

み
で
す
。

 

（
５０
期
　
戸
井
田
典
子
）

32
期 

亀
井
真
人

関
東
支
部

七
十
六
歳  

コ
ロ
ナ
と
闘
う

七
十
六
歳  

コ
ロ
ナ
と
闘
う

懐
か
し
い
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

下
園
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

懐
か
し
い
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

下
園
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
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2022年度予算 自 2022年４月１日 ～ 至 2023年３月31日（単位円） 2021年度決算 自 2021年４月１日 ～ 至 2022年３月31日（単位円）

〈終身会費納入方法〉
●終身会費による一括支払い

〈年会費納入方法〉
●郵便局から送金する
　（毎年、送金が必要です）

●あなたの銀行口座から、
　自動引き落とし

【送金先】郵便振替口座番号　00920-2-2458
口座名　箕面自由学園同窓会

桂門会費の納付を
お願い致します

｢終身会費30,000円｣
 ｢年会費2,000円」

18 才未満及び 75才以上は会費免除

桂門会報に同封している郵便
振替用紙をお使いいただく
と、振込手数料は不要です。

所定の用紙に署名、捺印してお送りください。
毎年５月１２日に銀行口座から自動的に引き
落とします。
用紙請求先　桂門会、又は学園事務部。

お近くの郵便局から、下記の郵便振替口座に
送金してください。

終身会費制度があります。 お近くの郵便局か
ら、下記の郵便口座に３万円を送金していた
だくだけで、 毎年の年会費の送金は不要です。 

●お持ちの学校債を、終身会費に
　切り替える
学校債償還時の振替依頼書に「３万円を桂門会
終身会費に振替え」を選択いただき、学園事務
部、又は桂門会に提出ください。

が
、先
生
は
慈
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

亡
く
な
る
１
か
月
前
に
お
見
舞

い
に
伺
い
ま
し
た
。
喉
を
痛
め
て

声
が
出
な
い
と
い
う
こ
と
で
筆
談

を
し
ま
し
た
。
ず
っ
と
笑
顔
の
ま
ま
で
し

た
。
ご
家
族
の
話
で
は
、
食
が
細
く
な
っ

て
も
延
命
措
置
を
拒
否
さ
れ
て
静
か
に
息

を
引
き
取
ら
れ
た
。

生
前
、
骨
は
故
郷
の
広
島
の
地
に
撒
い

て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
昏
れ
果
て
て

　
散
骨
願
う

　
恩
師
か
な

　
も
み
じ
の
山
の

　
木
々
に
遊
ば
ん

拙
詠
で
す
。
嗤
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

か
ら
四
季
の
草
木
に
白
衣
姿
の
先
生
を
偲

び
ま
す
。や
す
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

（
３５
期
生
　
坂
田
考
良
）

公
益
財
団
法
人
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
会
長
で
学

園
の
２６
期
生
の
三
井
嬉
子
さ
ん

が
１１
月
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

三
井
さ
ん
は
中
等
科
、
高
等

科
に
在
学
、
神
戸
女
学
院
大
に

進
学
さ
れ
、
松
坂
三
井
家
に
嫁

が
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
１
９

９
４
年
か
ら
知
的
障
碍
者
に
よ

る
同
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
携
わ
ら

れ
た
。
世
界
的
視
野
の
支
援
で

同
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
国
際
本
部

理
事
も
勤
め
ら
れ
た
。
山
形
交

響
楽
協
会
の
会
長
も
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

２２
年
９
月
、
生
物
の
担
当
だ
っ
た
山
田

孝
子
先
生
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
８９

歳
で
し
た
。

先
生
は
広
島
大
学

を
卒
業
。
大
阪
・
信

愛
女
子
高
で
教
鞭
を

と
っ
た
あ
と
、
昭
和

３８
年
、
学
園
に
赴
任

さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
春
１
年
生
を
初
め
て

担
任
さ
れ
た
。
そ
の
〝
１
期
生
〞の
一
人
と

し
て
哀
惜
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

公
立
高
校
の
入
試
に
失
敗
し
て
失
意
の

な
か
学
園
坂
を
上
っ
た
日
、
先
生
は
白
衣

を
纏
い
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
出

来
の
い
い
生
徒
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

スペシャル五輪の三井さん逝去

訃
　報
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小
西
　
初
彦

森
　
久
雄

正
親
　
一
郎

山
口
　
恭
子
（
旧
姓 

田
邉
）

井
上
　
友
子

平
尾
　
久

寺
村
　
英
夫

井
川
　
利
彦
（
旧
姓 

梅
原
）

斎
藤
　
穎

雀
部
　
昭
宣

古
田
　
勝
久

遠
藤
　
治

木
谷
　
八
士

山
田
　
忠
邦

森
田
　
明
彦
（
旧
姓 

阪
本
）

吉
村
　
正
明

中
嶋
　
実

太
田
　
延
子
（
旧
姓 

長
谷
川
）

麻
生
　
浩
子
（
旧
姓 

西
岡
）

江
見
　
茂
樹

秋
山
　
美
都
（
旧
姓 

多
木
）

佐
藤
　
勝

山
田
　
孝
子

三
井
　
嬉
子
（
旧
姓 

熊
谷
）

目
黒
　
昭
彦

12
期

12
期

旧
職
員

22
期

旧
職
員

37
期

旧
職
員

18
期

18
期

20
期

44
期

32
期

21
期

18
期

21
期

55
期

19
期

12
期

30
期

35
期

49
期

旧
職
員

旧
職
員

26
期

28
期


































a
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a
a

a
a

a
a

a
a
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編 

集 

後 

記

◆
高
校
の
受
験
者
が
府
内
ト
ッ
プ
だ

と
い
う
。
同
窓
生
は
驚
き
と
と
も
に

誇
ら
し
く
、「
い
い
学
校
に
な
っ
た
」

と
素
直
に
喜
ん
で
い
ま
す
◆
亀
井
さ

ん
の
コ
ロ
ナ
闘
病
記
は
悲
壮
感
が
溢

れ
て
い
ま
す
。
快
癒
さ
れ
健
康
を
取

り
戻
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す

◆
今
年
も
ま
た
訃
報
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。
桂
門
会
の
元
副
会
長
の
目
黒
昭

彦
さ
ん
、
学
生
時
代
か
ら
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
三
井
嬉
子
さ
ん
、
山

田
先
生

―
寂
々
た
る
気
持
ち
で
す

◆
学
園
は
松
矢
新
理
事
長
が
就
任
さ

れ
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
間
も
な

く
百
周
年
。
青
春
を
過
ご
し
た
母
校

に
ど
う
貢
献
で
き
る
か
、
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
　
　
　（
広
報
委
員
会
）

山
田
先
生
を
悼
む


